
定義している。）

これを受け，図図画画工工作作科科ににおおけけるる「「自自己己調調整整」」ととはは，，

造造形形的的なな見見方方・・考考ええ方方をを働働かかせせななががらら自自分分ににととっっててのの

意意味味やや価価値値をを模模索索すするるここととと捉える。あらゆる題材に

おいて，とりわけ創造的な表現活動において，子ども

は，それぞれにもつゴール（表現したいこと）に向か

って活動する。そのゴールは，個々のもつ感性により

設定されており，その子どもだけがゴールを知り得て

いるのである。また，ゴールは常に定まっているとは

限らず，「鑑賞」活動における自己との深い対話の中で

設定と更新が行われている。その過程において，子ど

もは自分にとっての意味や価値を模索し，表したいこ

との実現に向かっているのである。その模索を生み出

すと共に活性化させるためには，素材や場，空間の設

定と題材配列がうまく機能することが重要である。

素材や場，空間の設定に関しては，子どもの発達段

階に応じた素材であること，試行錯誤可能な素材や場

の設定をすること，活動の時間を十分に保障すること

が考えられる。題材配列に関しては，特に，創造的な

活動を支える知識・技能を適切に発揮・獲得しながら

表現活動を進められること，形や色を媒介として自他

との対話が繰り返されることに留意したい。また，ね

らいに沿った探究につながる自己調整が行われる必要

があるため，知識・技能の習得は欠かせない。対話の

中で生み出される学びに関しては，活動の中で身体感

覚的に子どもの中に蓄積されていくことが多い。よっ

て，必要に応じて言語化する活動を取り入れたり価値

付けしたりすることにより，知性的な理解を促し，自

他の表現を「みる」視点を与え，価値や意味に「気づ

く」素地を養うようにする。

１１ ３３ 「「気気づづきき」」をを生生みみ出出すす手手立立ててとと支支援援

ここまで，「個別最適な学び」に向けた「自己調整」

やその指導について述べてきたが，図画工作科におい

てはその特性上，元より大切にされてきたことである。

目の前の素材や場，空間とかかわり，自分の感覚や行

為をとおして意味や価値に気づいていく瞬間をつくり

出す図画工作科の時間においては，生み出される表現

や活動は，個々に異なる感性に委ねられている。それ

ぞれもつ「表現（活動）したいこと」の実現に向けて，

「ああでもない」「こうでもない」としていく活動はす

でに「学習の個性化」がされており，その個々のもつ

思いに寄り添い支援を行うことから「指導の個別化」

に関しては言うまでもない。

そのような図画工作科において，「個別最適な学び」

がより一層充実することをめざす上では，先述の自己

調整の入り口である「気づき」が豊かに起こる支援の

在り方に研究の余地があると考えた。さらに，その「気

づき」は教師の直接的な介入によってもたらされたも

のではなく，子ども自らが感性を働かせたことによる

「気づき」であることが重要である。

以上から，本研究では，子ども自ら「気づき」を生

み出す間接的な支援について，研究を進めることにし

た。その中でも，活動の“場”と学びの中で子どもが

果たす“出合い”の２点において支援を行うことで，

多様な“気づき”が生み出され，感性豊かに自身の活

動を捉え直し，より豊かな創造活動に向かうことがで

きると考えた。

１１ ３３ １１ 「「気気づづきき」」をを促促すす““場場のの工工夫夫””

全ての活動において“場”は設定されているが，少

しの“場”の違いで「気づき」の量や質は大きく変化

する。

例えば，教室配置が挙げられる。立体の表現活動を

一人一人離れた机の上でするのと，グループで向かい

合った状態の机でするのとでは，大きく活動が異なる

ことは容易に想像できる。向かい合っていることによ

って他者の活動や表現が必然的に目に入り，自分と比

べることや，表現の見直しが誘発されることになるだ

ろう。そこには，多様な「気づき」が生まれている瞬

間があると考えられる。

そういったことから，豊かな「気づき」を生み出す

“場”の条件を整理し，設定することにした。また，

「気づき」は内的に起こるものであり，表出された姿

をヒントに読み取り判断することになる。“場”が効果

的に働いた場合，探究をめざす上で具現化したい４つ

の姿（主体・協働・活用・省察の姿）が現れるであろ

うことから，その４点で整理した条件を以下に示す。

①①「「つつくくりりたたいい」」思思いいををももててるる場場（（主主体体のの姿姿））  

活動する中で形や色のよさに気づきイメージを膨ら

ませられる場であることが第一の条件である。また，

題材の世界にどっぷり浸ることができる場であること

も大事にしたい。活動する場を屋外にしたり，いつも

と違う場にしたりするだけで，子どもは活動への期待

感をもち，始まることにワクワク・ドキドキするだろ

う。

②②他他者者とと必必要要にに応応じじててかかかかわわるるここととががででききるる場場（（協協働働のの

姿姿））  

図画工作科の時間では，必ずしも協働的に活動して

いく必要はなく，素材や場，空間と関わる中で，１人

で何度もつくり，つくりかえながら活動する姿は，自

分の表したいことと向き合っている姿である。しか

し，他者とかかわることから表現や活動の仕方が広が

ったり深まったりする場面も大切にしたい。そういっ

たことから，子どもが必要に応じて，他者の表現や活

動を見る，話す，時には一緒に活動するなどができる

場であること，さらに，他者の活動が自然に目に入る

環境であることにも留意したい。

子どもの「気づき」を生み出す造形環境

西原 有香莉

  
図画工作科の時間において生み出される表現や活動は，個々に異なる感性に委ねられ，全身の感覚を働かせて

目の前の素材や場，空間とかかわり，自分にとっての意味や価値に気づくことからつくり出される。本校では，

その「気づき」が「自己調整」につながるものであると定義していることから，図画工作科においても，感性を

働かせたことによる「気づき」が生み出されることで，豊かな創造的な活動が展開されると考えた。

本研究では，子ども自ら「気づき」を生み出す為に，活動の“場”と学びの中で子どもが果たす“出合い”と

いった間接的な支援である２点について，多様な「気づき」が生み出されるための条件を整理し，実践と検証を

試みた。実践では，土粘土による造形遊び（「ふしぎなあいらん“土”）を行った。その過程では，設定した“場”

や“出合い”によって，全身の感覚を働かせて土粘土にかかわりイメージを膨らませ，自分なりに表したいこと

をつくり出し『探究』する姿が見られた。

 
キーワード：造形環境，造形遊び，土粘土，自己調整，気づき 
 

１１．．研研究究内内容容・・方方法法

１１ １１ 図図画画工工作作科科ににおおけけるる探探究究ののププロロセセススををとと

おおししたた学学びびののイイメメーージジ

図画工作科でめざしたいと考えている子どもの姿は，

形や色のよさやおもしろさに気づくと共に，あらゆる

活動をとおして自分なりの価値や意味を模索しつくり

出そうとする姿である。また，教科の枠を超えて感性

豊かに，想像的かつ創造的に活動できる子どもをめざ

したい。そういった姿をめざす上で子どもに経験させ

たい図画工作科における探究のプロセスのイメージを

以下に示す。

このイメージは，図画工作科全ての活動に当てはま

るイメージではなく，主に表現活動（特に造形遊び）

をイメージしたものである。図画工作科において，子

どもは自分以外の外的世界（自然・社会・文化的な環

境）と全身の感覚を働かせてかかわることで活動を展

開し，そのものの認識を深めていく。その認識の過程

では，子どもそれぞれの感性に支えられた自己内対話

が行われ，自分にとって価値や意味を見出すと共に，

自分にとって表したいこと（表現物または活動）を獲

得していくのである。このような活動を展開していく

中で，子どもは自分なりの課題（表現のための課題）

を生み出しその達成に向けて「ああでもない。」「こ

うでもない。」という模索を繰り返す。そういった模

索は，対象（素材や場，空間などの環境，表現物や活

動過程の成果物など）や他者，さらには自分自身との

形や色を媒介とした対話に支えられている。そのよう

な過程が繰り返されることが，図画工作科においてめ

ざしたい探究の姿であり，このプロセスをたどること

で子どものもつ探究力が発揮されると共に育まれると

考える。

１１ ２２ 図図画画工工作作科科ににおおけけるる自自己己調調整整とと自自己己調調整整

をを生生むむ指指導導

文部科学省による令和３年度答申において，「個別最

適な学び」について，児童生徒が自己調整しながら学

習をすすめていくことができるよう指導することの重

要性が指摘されている。

本校でも探究の質を高める主体が子どもであること

を強調した研究を進めるため，子ども自らが探究の質

を高めることを「自己調整」と定義し，子どもが自己

調整を行う場面を生む授業の具現化をめざし研究を進

めてきた。ただし，本校で掲げる「自己調整」は学習

指導要領の捉えとは異なり，「主体的に学習に取り組む

態度」と「思考力・判断力・表現力」の２つの側面に

かかわるものとし捉え直している。（また，本校では，

「自己調整」の過程を「気づく」「決める」「動く」と

図 図画工作科における探究のイメージ
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定義している。）

これを受け，図図画画工工作作科科ににおおけけるる「「自自己己調調整整」」ととはは，，

造造形形的的なな見見方方・・考考ええ方方をを働働かかせせななががらら自自分分ににととっっててのの

意意味味やや価価値値をを模模索索すするるここととと捉える。あらゆる題材に

おいて，とりわけ創造的な表現活動において，子ども

は，それぞれにもつゴール（表現したいこと）に向か

って活動する。そのゴールは，個々のもつ感性により

設定されており，その子どもだけがゴールを知り得て

いるのである。また，ゴールは常に定まっているとは

限らず，「鑑賞」活動における自己との深い対話の中で

設定と更新が行われている。その過程において，子ど

もは自分にとっての意味や価値を模索し，表したいこ

との実現に向かっているのである。その模索を生み出

すと共に活性化させるためには，素材や場，空間の設

定と題材配列がうまく機能することが重要である。

素材や場，空間の設定に関しては，子どもの発達段

階に応じた素材であること，試行錯誤可能な素材や場

の設定をすること，活動の時間を十分に保障すること

が考えられる。題材配列に関しては，特に，創造的な

活動を支える知識・技能を適切に発揮・獲得しながら

表現活動を進められること，形や色を媒介として自他

との対話が繰り返されることに留意したい。また，ね

らいに沿った探究につながる自己調整が行われる必要

があるため，知識・技能の習得は欠かせない。対話の

中で生み出される学びに関しては，活動の中で身体感

覚的に子どもの中に蓄積されていくことが多い。よっ

て，必要に応じて言語化する活動を取り入れたり価値

付けしたりすることにより，知性的な理解を促し，自

他の表現を「みる」視点を与え，価値や意味に「気づ

く」素地を養うようにする。

１１ ３３ 「「気気づづきき」」をを生生みみ出出すす手手立立ててとと支支援援

ここまで，「個別最適な学び」に向けた「自己調整」

やその指導について述べてきたが，図画工作科におい

てはその特性上，元より大切にされてきたことである。

目の前の素材や場，空間とかかわり，自分の感覚や行

為をとおして意味や価値に気づいていく瞬間をつくり

出す図画工作科の時間においては，生み出される表現

や活動は，個々に異なる感性に委ねられている。それ

ぞれもつ「表現（活動）したいこと」の実現に向けて，

「ああでもない」「こうでもない」としていく活動はす

でに「学習の個性化」がされており，その個々のもつ

思いに寄り添い支援を行うことから「指導の個別化」

に関しては言うまでもない。

そのような図画工作科において，「個別最適な学び」

がより一層充実することをめざす上では，先述の自己

調整の入り口である「気づき」が豊かに起こる支援の

在り方に研究の余地があると考えた。さらに，その「気

づき」は教師の直接的な介入によってもたらされたも

のではなく，子ども自らが感性を働かせたことによる

「気づき」であることが重要である。

以上から，本研究では，子ども自ら「気づき」を生

み出す間接的な支援について，研究を進めることにし

た。その中でも，活動の“場”と学びの中で子どもが

果たす“出合い”の２点において支援を行うことで，

多様な“気づき”が生み出され，感性豊かに自身の活

動を捉え直し，より豊かな創造活動に向かうことがで

きると考えた。

１１ ３３ １１ 「「気気づづきき」」をを促促すす““場場のの工工夫夫””

全ての活動において“場”は設定されているが，少

しの“場”の違いで「気づき」の量や質は大きく変化

する。

例えば，教室配置が挙げられる。立体の表現活動を

一人一人離れた机の上でするのと，グループで向かい

合った状態の机でするのとでは，大きく活動が異なる

ことは容易に想像できる。向かい合っていることによ

って他者の活動や表現が必然的に目に入り，自分と比

べることや，表現の見直しが誘発されることになるだ

ろう。そこには，多様な「気づき」が生まれている瞬

間があると考えられる。

そういったことから，豊かな「気づき」を生み出す

“場”の条件を整理し，設定することにした。また，

「気づき」は内的に起こるものであり，表出された姿

をヒントに読み取り判断することになる。“場”が効果

的に働いた場合，探究をめざす上で具現化したい４つ

の姿（主体・協働・活用・省察の姿）が現れるであろ

うことから，その４点で整理した条件を以下に示す。

①①「「つつくくりりたたいい」」思思いいををももててるる場場（（主主体体のの姿姿））  

活動する中で形や色のよさに気づきイメージを膨ら

ませられる場であることが第一の条件である。また，

題材の世界にどっぷり浸ることができる場であること

も大事にしたい。活動する場を屋外にしたり，いつも

と違う場にしたりするだけで，子どもは活動への期待

感をもち，始まることにワクワク・ドキドキするだろ

う。

②②他他者者とと必必要要にに応応じじててかかかかわわるるここととががででききるる場場（（協協働働のの

姿姿））  

図画工作科の時間では，必ずしも協働的に活動して

いく必要はなく，素材や場，空間と関わる中で，１人

で何度もつくり，つくりかえながら活動する姿は，自

分の表したいことと向き合っている姿である。しか

し，他者とかかわることから表現や活動の仕方が広が

ったり深まったりする場面も大切にしたい。そういっ

たことから，子どもが必要に応じて，他者の表現や活

動を見る，話す，時には一緒に活動するなどができる

場であること，さらに，他者の活動が自然に目に入る

環境であることにも留意したい。

子どもの「気づき」を生み出す造形環境

西原 有香莉

  
図画工作科の時間において生み出される表現や活動は，個々に異なる感性に委ねられ，全身の感覚を働かせて

目の前の素材や場，空間とかかわり，自分にとっての意味や価値に気づくことからつくり出される。本校では，

その「気づき」が「自己調整」につながるものであると定義していることから，図画工作科においても，感性を

働かせたことによる「気づき」が生み出されることで，豊かな創造的な活動が展開されると考えた。

本研究では，子ども自ら「気づき」を生み出す為に，活動の“場”と学びの中で子どもが果たす“出合い”と

いった間接的な支援である２点について，多様な「気づき」が生み出されるための条件を整理し，実践と検証を

試みた。実践では，土粘土による造形遊び（「ふしぎなあいらん“土”）を行った。その過程では，設定した“場”

や“出合い”によって，全身の感覚を働かせて土粘土にかかわりイメージを膨らませ，自分なりに表したいこと

をつくり出し『探究』する姿が見られた。

 
キーワード：造形環境，造形遊び，土粘土，自己調整，気づき 
 

１１．．研研究究内内容容・・方方法法

１１ １１ 図図画画工工作作科科ににおおけけるる探探究究ののププロロセセススををとと

おおししたた学学びびののイイメメーージジ

図画工作科でめざしたいと考えている子どもの姿は，

形や色のよさやおもしろさに気づくと共に，あらゆる

活動をとおして自分なりの価値や意味を模索しつくり

出そうとする姿である。また，教科の枠を超えて感性

豊かに，想像的かつ創造的に活動できる子どもをめざ

したい。そういった姿をめざす上で子どもに経験させ

たい図画工作科における探究のプロセスのイメージを

以下に示す。

このイメージは，図画工作科全ての活動に当てはま

るイメージではなく，主に表現活動（特に造形遊び）

をイメージしたものである。図画工作科において，子

どもは自分以外の外的世界（自然・社会・文化的な環

境）と全身の感覚を働かせてかかわることで活動を展

開し，そのものの認識を深めていく。その認識の過程

では，子どもそれぞれの感性に支えられた自己内対話

が行われ，自分にとって価値や意味を見出すと共に，

自分にとって表したいこと（表現物または活動）を獲

得していくのである。このような活動を展開していく

中で，子どもは自分なりの課題（表現のための課題）

を生み出しその達成に向けて「ああでもない。」「こ

うでもない。」という模索を繰り返す。そういった模

索は，対象（素材や場，空間などの環境，表現物や活

動過程の成果物など）や他者，さらには自分自身との

形や色を媒介とした対話に支えられている。そのよう

な過程が繰り返されることが，図画工作科においてめ

ざしたい探究の姿であり，このプロセスをたどること

で子どものもつ探究力が発揮されると共に育まれると

考える。

１１ ２２ 図図画画工工作作科科ににおおけけるる自自己己調調整整とと自自己己調調整整

をを生生むむ指指導導

文部科学省による令和３年度答申において，「個別最

適な学び」について，児童生徒が自己調整しながら学

習をすすめていくことができるよう指導することの重

要性が指摘されている。

本校でも探究の質を高める主体が子どもであること

を強調した研究を進めるため，子ども自らが探究の質

を高めることを「自己調整」と定義し，子どもが自己

調整を行う場面を生む授業の具現化をめざし研究を進

めてきた。ただし，本校で掲げる「自己調整」は学習

指導要領の捉えとは異なり，「主体的に学習に取り組む

態度」と「思考力・判断力・表現力」の２つの側面に

かかわるものとし捉え直している。（また，本校では，

「自己調整」の過程を「気づく」「決める」「動く」と

図 図画工作科における探究のイメージ
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上記のように，視覚のみに頼らず，全身の感覚を働

かせ対象と深くかかわろうとするところに，子どもの

特徴や可能性を感じたことから，その感覚の豊かさを

生かした鑑賞や造形遊びを楽しめるようなカリキュラ

ムを設定し，経験が積み上がるようにした。

一方，自分なりにしたいことを見つけ活動に取り組

む姿は見られたが，他者との対話をとおして表現や活

動が広がり，深まる場面が見られることは少なく，教

師の介入を比較的多く必要とするところが課題として

浮かび上がった。１年生の視野の広さを考慮すると自

然な姿でもあるが，１年生であるからこそ，友達の表

現や活動のよさを素直に感じ友達とかかわり合いなが

ら柔軟に活動を変化させつくり出すことができる可能

性をもっているとも考えた。

以上のような実態と発達の段階を考慮し，『探究』の

姿を引き出すとともに支える素材や題材を模索した。

２２ ２２ 粘粘土土のの魅魅力力とと造造形形性性

先述の実態から，子どもの力を伸ばすのには土粘土

による造形遊びが適しているのではないかと考えた。

粘土は指で少し押すと凹みができ，ぎゅっと押すと

どこまでも続きそうなくらいの暗く深い穴ができる。

粘土はこちらからの働きかけに応答するかのように形

態が変化することから，まるで粘土の素材と対話して

いるかのような感覚に陥る。また，土粘土は，特有の

少しひんやりとした湿り気や弾力などの手触りや質感

をもち，子どもは手などから伝わる感覚に心地よさを

覚えるだろう。土粘土は，子どもたちの発想に対して

柔軟に応えることができると共に，全身の感覚に訴え

かけてくるような素材でもある。そのような土粘土の

素材自体を味わう造形遊びの活動は，自然体験を十分

にできない環境におかれている子どもたちにとって，

本来子どもたちがもち合わせている豊かな感覚を取り

戻すきっかけともなるだろう。

また，粘土は形だけでなく量も自在で境界も曖昧で

あり，イメージの共有もしやすいといった特性をもつ。

その特性から，それぞれの活動の結果生み出された表

現物をつなげたり，共有したイメージを協働して表現

しようとしたりすることも容易である。

２２．．３３ 引引きき出出ししたたいい『『探探究究』』のの姿姿

土粘土による造形遊びの題材において，引き出した

い『探究』の姿を以下のように設定した。

「「主主体体」」
素材や場，空間に自ら働きかけ，自分の感覚や行為を

とおして捉えた形や色からイメージを膨らませ，自分な

りに活動したいことを見つけると共にその実現に向け

て楽しみながら試行錯誤する姿。

「「協協働働」」
互いのもつイメージに関する言語を介する対話や，他

者の活動やその成果物を見ることによる言語を介さな

い対話をとおして，自分の表現活動に反映させたり，他

者と一緒に表現活動したりする姿。

「「活活用用」」
自己・対象（素材や場，空間）・他者との多様な対話

や生活科の学習等をとおして得た土粘土に関する知識

や技能を活用し，自分なりのイメージの実現に向けて取

り組む姿。

「「省省察察」」
自分なりに活動したいことへの思いを強めたり，考え

直したりしながら取り組む中で，自他の活動のよさ，場

や空間の変化を生み出している自分や他者の存在など

を実感すると共に，自分にとっての意味や価値をつくり

出しながら，さらに活動を展開しようとする姿。

上記の姿の具現化をめざし，「出合い」と「場」
の工夫を行った。

２２．．４４ 題題材材「「ああいいららんん土土」」ににつついいてて

土粘土を用いた造形遊びは，「あいらん土」のテーマ

設定のもと展開するようにした。

アイランド，つまり島は海底火山の噴火やプレート

の移動による隆起などによって，地球から生み出され

たものである。本実践で扱う土粘土は地球の表面にあ

たる大地の一部から取り出されたものであり，その土

粘土によって「あいらん土」をつくっていくことは，

地球が島々を生み出していく過程を彷彿させることに

もなると考える。島は，高くそびえ立つものや平らな

もの，また上空から見ると何かの形に見えるものなど

があり，形態は様々である。そういったことから，「あ

いらん土」に関する自分なりのイメージを多様に膨ら

図３ 新聞紙による造形遊びに取り組む姿

③③表表現現やや活活動動ししたたいいここととをを支支ええるる素素材材やや用用具具がが手手ににとと

れれるる場場（（活活用用のの姿姿））  

子どもは素材や場，空間などとかかわる中で，新た

なイメージを膨らませ，自分の表現したいことや試し

たいことを見つけつつ，試行錯誤しながら思いや考え

の実現に向かう。それは，これまでの経験や体験をも

とにして，表現を広げたり深めたりしようとしている

時でもあると考えられる。その際，必要となる素材や

用具などが，手を伸ばすと獲得できるような場にする

ことで，子どもの豊かな創造活動を支え，より一層促

すことができると考える。

④④「「気気づづきき」」をを生生みみ出出すすよよううなな場場（（省省察察のの姿姿））  

目の前にあるものや起こっていることなどに対して，

「この形おもしろい！」「この色の組み合わせ，きれい

だね。」「触った感じが気持ちいい！」といったように

感じ，「気づく」ことは，「造形的な見方・考え方」を

働かせている瞬間であると共に，そこからイメージを

膨らませ新たな創造へと向かう入り口でもあると考え

る。しかし，その「気づき」が難しく，「気づく」よう

にすることが大事である。子ども自らが学びをつくり

進めることを重視するといった点からも，子ども自ら

「気づく」ことができるような場であることを大切に

したい。

１１ ３３ ２２ 「「気気づづきき」」をを深深めめるる““出出合合いい””

子どものもつ感性は豊かであり，目の前で起こるこ

とやものを全身の感覚で受け止め，驚いたり感動した

りし，その中で気づいたことを経験として自分の中に

蓄積していく。そのことから，どのように「出合う」

かが重要であり，その「出合い」方によって，より一

層，活動における気づきを深め，心をふるわせるよう

な経験や体験にしていくことができると考える。

活動の中で子どもが果たす「出合い」を整理すると，

大きく分けて，題材，素材，用具，技法，表現（活動

や活動途中の成果物も含む）の５点に整理できる。本

研究では，この５点における「出合い」に工夫を行う

ことにした。「出合い」に関する工夫については，後に

記述する。

１１ ４４ 研研究究のの評評価価

全身の感覚を働かせて外的世界とのかかわり合いを

模索する姿の見取りや子どもによって生み出され続け

るかたち（活動過程の成果物），図工カード（言語や図

による記述），タブレットによる記録（写真や音声の録

音データなど）を，以下の観点で考察し，研究の成果

と課題を明らかにしていく。

①題材の中で与えたものが，発達段階に即していて，

子どもの探究を支えるものであったのか。

②素材や場は，子どもの価値や意味の模索にうまく機

能していたのか。

③様々な“出合い”は，子どもの「気づく」場面に機

能し，子どもの変容を促していたか。

また，上記の観点について，活動の結果生み出され

たかたち（作品）や図工カード，タブレットによる記

録，子どもの姿やつぶやきの見取りなどの記録を時間

軸で比較し検証していくことで，研究の質的評価を行

う。

２２．．授授業業のの実実際際

２２ １１ 引引きき出出ししたたいい『『探探究究』』のの姿姿のの設設定定にに向向けけたた

「「気気づづくく」」素素地地づづくくりり

『探究』を引き出すためには，子どもの実態を把握

することと，「気づき」と深く関連する感性を磨き育む

ことが重要である。そういったことから，まずは，形

や色，触った感じなどのよさを味わうことができる題

材を設定し，全身の感覚を働かせることによる「気づ

き」を生み出す過程の経験を積み重ねることにした。

その中で，本研究の対象児の特徴が現れていた題材と

その姿を以下に示す。

１つ目は，フロッタージュの技法で身の回りの凸凹

を小さなカードに写し取る活動において見られた姿で

ある。そこではあらゆるものの表面にある凸凹を見て，

触り，それが模様

となってカード

に表れる形のお

もしろさに気づ

き，使う色を工夫

したり，１枚のカ

ードに様々な形

を集めたりする

などの姿が見ら

れた（図２）。

２つ目は，新聞紙を用いた造形遊びにおいて見られ

た姿である。張りと柔らかさをもち合わせた新聞の触

り心地から，捻って棒のようにした後，広げて柔らか

く変化した触り心地を楽しむ子ども，破る速さによっ

て異なるビリビリという音や手に伝わる感覚に楽しみ

を覚えひたすら破り続ける子ども，ビリビリになった

新聞紙のふんわりとした感覚を楽しむために新聞紙の

山に自らを埋め，さらに友達にかけてもらう子どもな

どの姿が見られた（図３）。

図２ 模様を楽しむ姿
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上記のように，視覚のみに頼らず，全身の感覚を働

かせ対象と深くかかわろうとするところに，子どもの

特徴や可能性を感じたことから，その感覚の豊かさを

生かした鑑賞や造形遊びを楽しめるようなカリキュラ

ムを設定し，経験が積み上がるようにした。

一方，自分なりにしたいことを見つけ活動に取り組

む姿は見られたが，他者との対話をとおして表現や活

動が広がり，深まる場面が見られることは少なく，教

師の介入を比較的多く必要とするところが課題として

浮かび上がった。１年生の視野の広さを考慮すると自

然な姿でもあるが，１年生であるからこそ，友達の表

現や活動のよさを素直に感じ友達とかかわり合いなが

ら柔軟に活動を変化させつくり出すことができる可能

性をもっているとも考えた。

以上のような実態と発達の段階を考慮し，『探究』の

姿を引き出すとともに支える素材や題材を模索した。

２２ ２２ 粘粘土土のの魅魅力力とと造造形形性性

先述の実態から，子どもの力を伸ばすのには土粘土

による造形遊びが適しているのではないかと考えた。

粘土は指で少し押すと凹みができ，ぎゅっと押すと

どこまでも続きそうなくらいの暗く深い穴ができる。

粘土はこちらからの働きかけに応答するかのように形

態が変化することから，まるで粘土の素材と対話して

いるかのような感覚に陥る。また，土粘土は，特有の

少しひんやりとした湿り気や弾力などの手触りや質感

をもち，子どもは手などから伝わる感覚に心地よさを

覚えるだろう。土粘土は，子どもたちの発想に対して

柔軟に応えることができると共に，全身の感覚に訴え

かけてくるような素材でもある。そのような土粘土の

素材自体を味わう造形遊びの活動は，自然体験を十分

にできない環境におかれている子どもたちにとって，

本来子どもたちがもち合わせている豊かな感覚を取り

戻すきっかけともなるだろう。

また，粘土は形だけでなく量も自在で境界も曖昧で

あり，イメージの共有もしやすいといった特性をもつ。

その特性から，それぞれの活動の結果生み出された表

現物をつなげたり，共有したイメージを協働して表現

しようとしたりすることも容易である。

２２．．３３ 引引きき出出ししたたいい『『探探究究』』のの姿姿

土粘土による造形遊びの題材において，引き出した

い『探究』の姿を以下のように設定した。

「「主主体体」」
素材や場，空間に自ら働きかけ，自分の感覚や行為を

とおして捉えた形や色からイメージを膨らませ，自分な

りに活動したいことを見つけると共にその実現に向け

て楽しみながら試行錯誤する姿。

「「協協働働」」
互いのもつイメージに関する言語を介する対話や，他

者の活動やその成果物を見ることによる言語を介さな

い対話をとおして，自分の表現活動に反映させたり，他

者と一緒に表現活動したりする姿。

「「活活用用」」
自己・対象（素材や場，空間）・他者との多様な対話

や生活科の学習等をとおして得た土粘土に関する知識

や技能を活用し，自分なりのイメージの実現に向けて取

り組む姿。

「「省省察察」」
自分なりに活動したいことへの思いを強めたり，考え

直したりしながら取り組む中で，自他の活動のよさ，場

や空間の変化を生み出している自分や他者の存在など

を実感すると共に，自分にとっての意味や価値をつくり

出しながら，さらに活動を展開しようとする姿。

上記の姿の具現化をめざし，「出合い」と「場」
の工夫を行った。

２２．．４４ 題題材材「「ああいいららんん土土」」ににつついいてて

土粘土を用いた造形遊びは，「あいらん土」のテーマ

設定のもと展開するようにした。

アイランド，つまり島は海底火山の噴火やプレート

の移動による隆起などによって，地球から生み出され

たものである。本実践で扱う土粘土は地球の表面にあ

たる大地の一部から取り出されたものであり，その土

粘土によって「あいらん土」をつくっていくことは，

地球が島々を生み出していく過程を彷彿させることに

もなると考える。島は，高くそびえ立つものや平らな

もの，また上空から見ると何かの形に見えるものなど

があり，形態は様々である。そういったことから，「あ

いらん土」に関する自分なりのイメージを多様に膨ら

図３ 新聞紙による造形遊びに取り組む姿

③③表表現現やや活活動動ししたたいいここととをを支支ええるる素素材材やや用用具具がが手手ににとと

れれるる場場（（活活用用のの姿姿））  

子どもは素材や場，空間などとかかわる中で，新た

なイメージを膨らませ，自分の表現したいことや試し

たいことを見つけつつ，試行錯誤しながら思いや考え

の実現に向かう。それは，これまでの経験や体験をも

とにして，表現を広げたり深めたりしようとしている

時でもあると考えられる。その際，必要となる素材や

用具などが，手を伸ばすと獲得できるような場にする

ことで，子どもの豊かな創造活動を支え，より一層促

すことができると考える。

④④「「気気づづきき」」をを生生みみ出出すすよよううなな場場（（省省察察のの姿姿））  

目の前にあるものや起こっていることなどに対して，

「この形おもしろい！」「この色の組み合わせ，きれい

だね。」「触った感じが気持ちいい！」といったように

感じ，「気づく」ことは，「造形的な見方・考え方」を

働かせている瞬間であると共に，そこからイメージを

膨らませ新たな創造へと向かう入り口でもあると考え

る。しかし，その「気づき」が難しく，「気づく」よう

にすることが大事である。子ども自らが学びをつくり

進めることを重視するといった点からも，子ども自ら

「気づく」ことができるような場であることを大切に

したい。

１１ ３３ ２２ 「「気気づづきき」」をを深深めめるる““出出合合いい””

子どものもつ感性は豊かであり，目の前で起こるこ

とやものを全身の感覚で受け止め，驚いたり感動した

りし，その中で気づいたことを経験として自分の中に

蓄積していく。そのことから，どのように「出合う」

かが重要であり，その「出合い」方によって，より一

層，活動における気づきを深め，心をふるわせるよう

な経験や体験にしていくことができると考える。

活動の中で子どもが果たす「出合い」を整理すると，

大きく分けて，題材，素材，用具，技法，表現（活動

や活動途中の成果物も含む）の５点に整理できる。本

研究では，この５点における「出合い」に工夫を行う

ことにした。「出合い」に関する工夫については，後に

記述する。

１１ ４４ 研研究究のの評評価価

全身の感覚を働かせて外的世界とのかかわり合いを

模索する姿の見取りや子どもによって生み出され続け

るかたち（活動過程の成果物），図工カード（言語や図

による記述），タブレットによる記録（写真や音声の録

音データなど）を，以下の観点で考察し，研究の成果

と課題を明らかにしていく。

①題材の中で与えたものが，発達段階に即していて，

子どもの探究を支えるものであったのか。

②素材や場は，子どもの価値や意味の模索にうまく機

能していたのか。

③様々な“出合い”は，子どもの「気づく」場面に機

能し，子どもの変容を促していたか。

また，上記の観点について，活動の結果生み出され

たかたち（作品）や図工カード，タブレットによる記

録，子どもの姿やつぶやきの見取りなどの記録を時間

軸で比較し検証していくことで，研究の質的評価を行

う。

２２．．授授業業のの実実際際

２２ １１ 引引きき出出ししたたいい『『探探究究』』のの姿姿のの設設定定にに向向けけたた

「「気気づづくく」」素素地地づづくくりり

『探究』を引き出すためには，子どもの実態を把握

することと，「気づき」と深く関連する感性を磨き育む

ことが重要である。そういったことから，まずは，形

や色，触った感じなどのよさを味わうことができる題

材を設定し，全身の感覚を働かせることによる「気づ

き」を生み出す過程の経験を積み重ねることにした。

その中で，本研究の対象児の特徴が現れていた題材と

その姿を以下に示す。

１つ目は，フロッタージュの技法で身の回りの凸凹

を小さなカードに写し取る活動において見られた姿で

ある。そこではあらゆるものの表面にある凸凹を見て，

触り，それが模様

となってカード

に表れる形のお

もしろさに気づ

き，使う色を工夫

したり，１枚のカ

ードに様々な形

を集めたりする

などの姿が見ら

れた（図２）。

２つ目は，新聞紙を用いた造形遊びにおいて見られ

た姿である。張りと柔らかさをもち合わせた新聞の触

り心地から，捻って棒のようにした後，広げて柔らか

く変化した触り心地を楽しむ子ども，破る速さによっ

て異なるビリビリという音や手に伝わる感覚に楽しみ

を覚えひたすら破り続ける子ども，ビリビリになった

新聞紙のふんわりとした感覚を楽しむために新聞紙の

山に自らを埋め，さらに友達にかけてもらう子どもな

どの姿が見られた（図３）。

図２ 模様を楽しむ姿
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２２．．５５ ２２．．““出出合合いい””のの工工夫夫

１．３．２．においてふれた５つの項目に関する“出

合い”の工夫について，以下に示す。

（（１１））題題材材ととのの出出合合いい

活動への期待を膨らませられるようなテーマ（「あい

らん土」）を設定した。また，そのテーマは，どのよう

に活動をするのかがわかることや，子どもの言葉とも

なることにも考慮した。

また，「あいらん土」のイメージが膨らむよう，実在

する島の写真をいくつか提示した。「軍艦島」や「火山

島」は知っている子どももいたが，複雑な形をした島

に驚き，自分がつくる「あいらん土」はどのようにし

ようか，想像を膨らませている様子が見られた。

（（２２））素素材材ととのの出出合合いい

生活科で「土」に関する体験を，図工では，素材の

違った粘土（油粘土，紙粘土）による表現活動を事前

に経験させた上で，「土」が「粘土」にもなることを伝

え，“新しい素材”としての出合いを演出した。

また，「量」は初めから十分に与えるのではなく，「試

したいことはできたけど，もっとあったらいいのにな。」

と思う量に留め，そこから少しずつ増やすことで，「も

っと土粘土に触れたい。」という子どもの思いをより強

められるようにした。本題材では，体全身の感覚を働

かせることによるダイナミックな土粘土での活動を楽

しむことをねらっているが，一方で，手や指先に伝わ

る土粘土特有の心地よさを味わうと共に，感覚を働か

せることによる表現活動の楽しさも味わってほしいと

考えたため，，以下の量を与えることにした。

第１次

第１時…約１㎏を小分けにしたものを，１人１塊ずつ配布

＊手や指先の感覚を働かせ，土粘土の感触や香りなどを

楽しみ味わえる量

第２時…約２ を小分けにしたものを，１人１塊ずつ

＊これまで獲得している技法（だんご，ひも，せんべい）

を試せる量

＊つなげる，つむなどをし，活動を広げられる量

第２次

第１時…総量 を約１ ずつに切り分け，山積みにして

おく

＊１人当たりの量が決まってないため，一人で，または友

達と，など，活動の仕方を自分で選ぶことができる

＊ダイナミックな活動が生まれる量

第３次

第１時…総量 を約１ ずつに切り分け，積んでおく

＊思いついた“あいらん土”の活動を十分に試すことの

できる量

また，第２次では，「あいらん土」のイメージにつな

げられるよう，図６のように積み上げ配置した。第三

次では，２度目の「あいらん土」であることから，自

分なりの「あいらん土」のイメージができつつあるこ

とを予想し，イメージの実現に向けて活動を展開しや

すい置き方にした（図７）。

（（３３））用用具具ととのの出出合合いい

用途や活用の仕方をつかみながら，表したいことや

試したいことの幅を広げていくことができそうな段階

を考慮し出合うようにした。

本題材で出会った用具と順については以下に示す。

（（４４））技技法法ととのの出出合合いい

活動が豊かに展開されるためには，表現したいこと

が実現できる技法と出合い，尚且つ習得している必要

がある。そこで，基本的な技法（ひも・だんご・せん

べい・型押し）については，本題材以前の他の題材を

とおして経験するようにした。その題材とそこで見ら

れた姿を以下に示す。

①①「「ででここぼぼここたたんんけけんんたたいい」」

ここでは，「型押し」の技法との出合いを果たした。

粘土をものの表面に押し付け，形を写し取ることで，

身の回りにあるものの形のおもしろさを味わう鑑賞の

題材である。紙粘土は，活動後，固まった形を触るこ

とができ，その形を見るだけではなく触って楽しむこ

ともできる。活動途中には，型押しした形が変わらな

いよう，図８のように優しく触りながら，「ぼこぼこし

①粘土版

粘土を練りやすい。また，粘土版上に置くことでつくったもの

を持ち運びできる。

②霧吹き

与える粘土が増えるにつれて，活動時間が長くなることから，

粘土が乾き，造形しにくくなる。水を含ませることで，もとの

や柔らかさに戻し，子どものイメージした表現や活動がしやす

くなる。

③切り糸

土粘土の量が多くなっても，使いたい量だけ切り分けることが

できる。また，意図していないおもしろい形ができたり，切っ

た断面におもしろい模様ができたりし，表現や活動の幅を広げ

ることができる。

図６ 第二次の土粘土 図７ 第三次の土粘土

ませながら活動を展開することができるだろう。自分

なりの「あいらん土」に関するイメージの実現に向け

て，低学年の子どもたちは，獲得している「だんご」

や「ひも」などといった基本的な技法を活用し，積む，

並べる，つなげるといった活動を展開していくことを

予想した。

「あいらん土」の題材計画を以下に示す。

２２．．５５ 「「気気づづきき」」をを生生みみ出出すす手手立立ててとと支支援援のの具具体体

２２．．５５ １１．．““場場””のの工工夫夫

活動の場における工夫は，大きく分けて２点行った。

１つ目は，活動の場を一面ブルーの広い空間にした

ことである（図４）。

普段すごしている教室とは違う場であるだけで心が

弾み，造形への意欲が掻き立てられる。特に一面ブル

ーの空間は海に見立てることができ，「あいらん土」の

世界に浸ることを可能にする。

また，一面フラットな空間であることから，活動の

場所を自由に選択でき，活動の形態も流動的に変える

ことができる。そういったことから，他者とのかかわ

りを必要に応じてもつことを可能にする。さらに，時

間が進むにつれて，何もない空間に「あいらん土」が

出現していくことになる。そういったことから，自分

や友達の活動や表現を見て，場の変化や表現のよさに

気づき楽しむことを促すと考える。

上記より，図４の場は，先述の主体・協働・省察の

姿にかかわる場の設定条件を満たすと考える。

２つ目は，自由に取れる用具を置いておくことであ

る（図５）。用具は，切り糸・粘土板・霧吹きの３種で

ある。ただし，これらの用具は，「あいらん土」以前の

題材で経験するようにし，その用具の活用方法は学ん

でいる。粘土ベラを用意せず，使う用具の種類はあえ

て絞り，土粘土の素材の感触を楽しめるようにした。

切り糸・スプレー

は，人数分用意せず，

順番を待っている間

に友達の活動や表現

が目に入るようにし

た。それにより，これ

まで蓄積している表

現方法を発揮するだ

けでなく交流できる

ようにし，表現の広

がりと深まりをねら

う。

上記により，図５

の場は，先述の協働・

活用の姿に関わる場

の設定条件を満たす

と考える。

題題材材計計画画（（全全６６時時間間）） 【【評評価価方方法法】】

第１次 土ねんどとなかよし（２時間）
①，②土ねんどとなかよし【活動の様子，作品】

土ねんどに触れ，全身の感覚を働かせつかんだことか

らイメージを広げ，活動してみたいことを思いつき試

すことで，土ねんどの特質に気づく。

第２次 “あいらん土”をつくろう１（２時間）
①きょうの“あいらん土”【活動の様子，作品】

素材（土ねんど）や環境（場の設定や友達の存在も含

む）などからイメージをふくらませ，今日の“あいら

ん土”にむけて，やってみたいことを試しながらつく

る。

②きょうの“あいらん土”の「いいな」をさがそう【活

動の様子，タブレットの記録】

自分や友達の活動の成果物を見合い，タブレットで撮

影したり感じたことを記録したりするなどし伝え合

う。

第３次 “あいらん土”をつくろう２（２時間）
①きょうの“あいらん土”【活動の様子，作品】

前回の“あいらん土”づくりの活動から，今日の“あい

らん土”で，さらにやってみたいことを試しながらつ

くる。

②きょうの“あいらん土”の「いいな」をさがそ【活動

の様子，タブレットの記録】

自分や友達の活動の成果物を見合い，タブレットで撮

影したり感じたことを記録したりするなどし，伝え合

う。

第４次 こんなところに“あいらん土”！？（１時
間＋常時活動）
①“あいらん土”があるとおもしろいと思う場所におこ

う【活動の様子，タブレットの記録】

第三次の“あいらん土”を屋外に置き，タブレットで

撮影したり感じたことを記録したりする。

常時活動“あいらん土”はどうなるの！？【活動の様

子，タブレットの記録】

自分のつくった“あいらん土”が変化していく様子を

タブレットで撮影したり感じたことを記録したりする

などし，伝え合う。

図４ 一面ブルーの空間

図５ 用具の設置
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２２．．５５ ２２．．““出出合合いい””のの工工夫夫

１．３．２．においてふれた５つの項目に関する“出

合い”の工夫について，以下に示す。

（（１１））題題材材ととのの出出合合いい

活動への期待を膨らませられるようなテーマ（「あい

らん土」）を設定した。また，そのテーマは，どのよう

に活動をするのかがわかることや，子どもの言葉とも

なることにも考慮した。

また，「あいらん土」のイメージが膨らむよう，実在

する島の写真をいくつか提示した。「軍艦島」や「火山

島」は知っている子どももいたが，複雑な形をした島

に驚き，自分がつくる「あいらん土」はどのようにし

ようか，想像を膨らませている様子が見られた。

（（２２））素素材材ととのの出出合合いい

生活科で「土」に関する体験を，図工では，素材の

違った粘土（油粘土，紙粘土）による表現活動を事前

に経験させた上で，「土」が「粘土」にもなることを伝

え，“新しい素材”としての出合いを演出した。

また，「量」は初めから十分に与えるのではなく，「試

したいことはできたけど，もっとあったらいいのにな。」

と思う量に留め，そこから少しずつ増やすことで，「も

っと土粘土に触れたい。」という子どもの思いをより強

められるようにした。本題材では，体全身の感覚を働

かせることによるダイナミックな土粘土での活動を楽

しむことをねらっているが，一方で，手や指先に伝わ

る土粘土特有の心地よさを味わうと共に，感覚を働か

せることによる表現活動の楽しさも味わってほしいと

考えたため，，以下の量を与えることにした。

第１次

第１時…約１㎏を小分けにしたものを，１人１塊ずつ配布

＊手や指先の感覚を働かせ，土粘土の感触や香りなどを

楽しみ味わえる量

第２時…約２ を小分けにしたものを，１人１塊ずつ

＊これまで獲得している技法（だんご，ひも，せんべい）

を試せる量

＊つなげる，つむなどをし，活動を広げられる量

第２次

第１時…総量 を約１ ずつに切り分け，山積みにして

おく

＊１人当たりの量が決まってないため，一人で，または友

達と，など，活動の仕方を自分で選ぶことができる

＊ダイナミックな活動が生まれる量

第３次

第１時…総量 を約１ ずつに切り分け，積んでおく

＊思いついた“あいらん土”の活動を十分に試すことの

できる量

また，第２次では，「あいらん土」のイメージにつな

げられるよう，図６のように積み上げ配置した。第三

次では，２度目の「あいらん土」であることから，自

分なりの「あいらん土」のイメージができつつあるこ

とを予想し，イメージの実現に向けて活動を展開しや

すい置き方にした（図７）。

（（３３））用用具具ととのの出出合合いい

用途や活用の仕方をつかみながら，表したいことや

試したいことの幅を広げていくことができそうな段階

を考慮し出合うようにした。

本題材で出会った用具と順については以下に示す。

（（４４））技技法法ととのの出出合合いい

活動が豊かに展開されるためには，表現したいこと

が実現できる技法と出合い，尚且つ習得している必要

がある。そこで，基本的な技法（ひも・だんご・せん

べい・型押し）については，本題材以前の他の題材を

とおして経験するようにした。その題材とそこで見ら

れた姿を以下に示す。

①①「「ででここぼぼここたたんんけけんんたたいい」」

ここでは，「型押し」の技法との出合いを果たした。

粘土をものの表面に押し付け，形を写し取ることで，

身の回りにあるものの形のおもしろさを味わう鑑賞の

題材である。紙粘土は，活動後，固まった形を触るこ

とができ，その形を見るだけではなく触って楽しむこ

ともできる。活動途中には，型押しした形が変わらな

いよう，図８のように優しく触りながら，「ぼこぼこし

①粘土版

粘土を練りやすい。また，粘土版上に置くことでつくったもの

を持ち運びできる。

②霧吹き

与える粘土が増えるにつれて，活動時間が長くなることから，

粘土が乾き，造形しにくくなる。水を含ませることで，もとの

や柔らかさに戻し，子どものイメージした表現や活動がしやす

くなる。

③切り糸

土粘土の量が多くなっても，使いたい量だけ切り分けることが

できる。また，意図していないおもしろい形ができたり，切っ

た断面におもしろい模様ができたりし，表現や活動の幅を広げ

ることができる。

図６ 第二次の土粘土 図７ 第三次の土粘土

ませながら活動を展開することができるだろう。自分

なりの「あいらん土」に関するイメージの実現に向け

て，低学年の子どもたちは，獲得している「だんご」

や「ひも」などといった基本的な技法を活用し，積む，

並べる，つなげるといった活動を展開していくことを

予想した。

「あいらん土」の題材計画を以下に示す。

２２．．５５ 「「気気づづきき」」をを生生みみ出出すす手手立立ててとと支支援援のの具具体体

２２．．５５ １１．．““場場””のの工工夫夫

活動の場における工夫は，大きく分けて２点行った。

１つ目は，活動の場を一面ブルーの広い空間にした

ことである（図４）。

普段すごしている教室とは違う場であるだけで心が

弾み，造形への意欲が掻き立てられる。特に一面ブル

ーの空間は海に見立てることができ，「あいらん土」の

世界に浸ることを可能にする。

また，一面フラットな空間であることから，活動の

場所を自由に選択でき，活動の形態も流動的に変える

ことができる。そういったことから，他者とのかかわ

りを必要に応じてもつことを可能にする。さらに，時

間が進むにつれて，何もない空間に「あいらん土」が

出現していくことになる。そういったことから，自分

や友達の活動や表現を見て，場の変化や表現のよさに

気づき楽しむことを促すと考える。

上記より，図４の場は，先述の主体・協働・省察の

姿にかかわる場の設定条件を満たすと考える。

２つ目は，自由に取れる用具を置いておくことであ

る（図５）。用具は，切り糸・粘土板・霧吹きの３種で

ある。ただし，これらの用具は，「あいらん土」以前の

題材で経験するようにし，その用具の活用方法は学ん

でいる。粘土ベラを用意せず，使う用具の種類はあえ

て絞り，土粘土の素材の感触を楽しめるようにした。

切り糸・スプレー

は，人数分用意せず，

順番を待っている間

に友達の活動や表現

が目に入るようにし

た。それにより，これ

まで蓄積している表

現方法を発揮するだ

けでなく交流できる

ようにし，表現の広

がりと深まりをねら

う。

上記により，図５

の場は，先述の協働・

活用の姿に関わる場

の設定条件を満たす

と考える。

題題材材計計画画（（全全６６時時間間）） 【【評評価価方方法法】】

第１次 土ねんどとなかよし（２時間）
①，②土ねんどとなかよし【活動の様子，作品】

土ねんどに触れ，全身の感覚を働かせつかんだことか

らイメージを広げ，活動してみたいことを思いつき試

すことで，土ねんどの特質に気づく。

第２次 “あいらん土”をつくろう１（２時間）
①きょうの“あいらん土”【活動の様子，作品】

素材（土ねんど）や環境（場の設定や友達の存在も含

む）などからイメージをふくらませ，今日の“あいら

ん土”にむけて，やってみたいことを試しながらつく

る。

②きょうの“あいらん土”の「いいな」をさがそう【活

動の様子，タブレットの記録】

自分や友達の活動の成果物を見合い，タブレットで撮

影したり感じたことを記録したりするなどし伝え合

う。

第３次 “あいらん土”をつくろう２（２時間）
①きょうの“あいらん土”【活動の様子，作品】

前回の“あいらん土”づくりの活動から，今日の“あい

らん土”で，さらにやってみたいことを試しながらつ

くる。

②きょうの“あいらん土”の「いいな」をさがそ【活動

の様子，タブレットの記録】

自分や友達の活動の成果物を見合い，タブレットで撮

影したり感じたことを記録したりするなどし，伝え合

う。

第４次 こんなところに“あいらん土”！？（１時
間＋常時活動）
①“あいらん土”があるとおもしろいと思う場所におこ

う【活動の様子，タブレットの記録】

第三次の“あいらん土”を屋外に置き，タブレットで

撮影したり感じたことを記録したりする。

常時活動“あいらん土”はどうなるの！？【活動の様

子，タブレットの記録】

自分のつくった“あいらん土”が変化していく様子を

タブレットで撮影したり感じたことを記録したりする

などし，伝え合う。

図４ 一面ブルーの空間

図５ 用具の設置
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２２．．６６．．題題材材のの流流れれ及及びび見見らられれたた子子どどもものの姿姿

２２．．６６．．１１．．素素材材のの特特質質をを知知るる

「「土土粘粘土土ととななかかよよくくななろろうう！！」」
土粘土と初めて出合う子どもたち。土粘土はこれま

で扱ってきた紙粘土や油粘土とは異なる独特の粘性や

可塑性をもつ。また，触り続けていくと乾燥するのが

早く，可塑性が失われやすいのも特徴である。そのよ

うな特性を知り，味わうために，まずは土粘土と触れ

合う時間をつくった。

初めて触る時には，「うわあ。」「気持ち悪い。」など

マイナスな言葉が聞かれ，指先だけでつついたり，で

きるだけ手が汚れないように触ったりする様子が見ら

れた。しかし，時間の経過と共に，手のひら全体でぎ

ゅっとつかんだり，夢中で土粘土をにぎったりちぎっ

たりしながら，感触のよさに気づき味わう様子が増え

ていった。

指先，手のひら，手の甲など，手のあらゆる部分の

感覚を働かせて，土粘土の感触を確かめる姿が見られ

た。また，土粘土の塊に何度もパンチをしながら「硬

いようで，柔らか

い！」とつぶやく

子どももいた（図

）。この子ども

は，土粘土特有の

粘性に気づき楽し

んでいることがわ

かる。

さらに，「うわ

あ。」「おもしろい。」「（くぼみをつくって）でこぼこを

さわると気持ちいい（図 ）。」「つるつるしてる。」な

ど，土粘土から伝わ

る感覚をつぶやく姿

も確認できた。

感触のよさに気づ

き始めてきた段階

で，「にぎにぎ握手で

友達になって，お気

に入りの“にぎにぎ

くん”をつくろう。」

とテーマを伝えた。

土粘土を握ることのできるサイズにちぎり，ぎゅっ

と握手するように力を込める。そして，ゆっくり手を

開くと，ぼこぼこした不思議な形に変化した粘土が現

れる。その形態は，手の力の込め方によって微妙に変

化し，また手の形の違いによって，他者と全く同じ形

ができることはなく，自分だけの形ができる。その形

を“にぎにぎくん”と名付けるのである。

ここでは，自分にとって「いいな。」と思う形，つま

りお気に入りの“にぎにぎくん”ができるまで，土粘

土とにぎにぎ握手しては，できた形を確かめるという

行為を何度も繰り返す姿が見られた（図 ）。その姿

は，本当に土粘土

と会話を交わし，

仲を深めている

かのようであっ

た。

また，手のひら

へ土粘土を置く

位置や力の込め

方が微妙に違う

だけで，全く違っ

た形の“にぎにぎくん”ができることに驚き，「ぎゅっ

と握ると（指先が土に入り込み），洞穴のようなにぎに

ぎくんができたよ（図 ）。」「軽く握ると，でこぼこ

おまんじゅうようのようなにぎにぎくんができる（図

）。」など，自分の身体と土粘土の関係への気づきを

深めている様子も見られた。さらに，友達のつくった

“にぎにぎくん”を見て「それ，どうやったん。」と自

ら熱心に聞き，試すという姿も見られた。

ここでは，土粘土へのかかわりの違いから生み出さ

れる形の変化やそのおもしろさに気づき始めている様

子を見ることができた。

授業の最後には，土粘土に関する気づきを共有した。

すると，触った感じだけでなく，匂いに関する気づき

図 友達の作品との出合い

図 記録として残った自分の作品

図 土粘土特有の粘性を楽しむ姿

図 土粘土から伝わる感覚を楽

しむ姿

図 お気に入りの“にぎにぎくん”

をつくる姿

図 洞穴のような

“にぎにぎくん” 図 でこぼこおまんじゅう

のような“にぎにぎくん”

てるよ。」と話す姿を見ることができ，粘土の可塑性を

理解していることが読み取れた。

②②「「〇〇〇〇工工場場」」

「ひも・だんご・せんべい」の技法と出合う題材で

ある。３つの技法を習得すると共に活用し，その表現

を探る題材である。ここでは，何度もつくり，つくり

かえられる粘土が適していると考えたため，油粘土を

用いた。きれいなまんまるの団子や厚さの異なるだん

ご，太さや長さを様々に変化させたひもなどをつくり，

並べたりつなげたり重ねたりすることで，様々な表現

方法をつくり出している姿が見られた（図９， ， ）。

また，図 のように，ひもを複雑に絡み合わせ立たせ

る表現も見られた。

③③「「ななららべべててななららべべてて」」

この題材は，粘土は使用せず，身の回りにあるもの

用いて，そのものの形や色からイメージを広げ，様々

な並べ方を見つけ試すものである。ここでは，並べる

行為自体の楽しさを味わ

ったり，並べることで場が

変化することのおもしろ

さに気づいたりすること

を目的としていた。

活動では身の回りにあ

るものの「色」に着目し同

じ系統の色の鉛筆を集めて並べたり（図 ），並べる

ことでできる「形」に着目してギザギザに並べたりす

る姿（図 ）が見られた。

また，この題材の初めに並

べたい材料について子ども

たちに訪ねた時，「粘土を並

べたい。」という発言があっ

た。この発言が，「あいらん

土」の題材と子どもたちを自

然な流れで出合わすことが

できるきっかけになった。

（（５５））作作品品（（活活動動，，ままたたはは活活

動動途途中中のの成成果果物物もも含含むむ））ととのの出出合合いい

自分の作品を何度も見直すことで，自分のつくり出

した表現のよさに改めて気づくことができる。また，

友達の作品と出合うことで自分と違った感覚があるこ

とに気づき，感じ方や表現の仕方を広げたり深めたり

することができると考える。そういったことから，子

どもが自他の作品との出合うために，以下の２つの支

援を行った。

①①「「““ききょょううのの””ああいいららんん土土」」

「あいらん土」の活動は，「“きょうの”あいらん土」

とし，その日のうちに土粘土の塊へと戻す。子どもた

ちとは，「１日で消えてしまう，不思議な“きょうの”

『あいらん土』」として共有した。

そのため，場として残ることはないが，自分や友達

の活動の結果が確かにそこに存在していたという“記

憶”だけが残ることになる。約１時間かけてできた「あ

いらん土」が，一瞬にしてなくなるところに刹那な感

じを味わうことにもなるだろう。

その「あいらん土」の活動を，本題材では２度繰り

返す。そうすることで，２度目の「“きょうの”あいら

ん土」をした際に，１度目の「“きょうの”あいらん土」

の記憶が呼び起こされ，同じ活動をしても前回とは少

し違う「あいらん土」や，新しい活動を思いついたこ

とから全く違う「あいらん土」と出合うことになるだ

ろう。そうすることで，１度目のあいらん土における

活動や表現を捉え直したり，自分の表したいことにつ

いて改めて考え直したりし，自分なりの表現をより深

く追求しようとする姿が現れると考えたからである。

②②学学習習支支援援アアププリリ「「ロロイイロロノノーートト」」でで活活動動をを記記録録

上記のように，「あいらん土」はすぐに消えてしまう。

そこで，学習支援アプリ「ロイロノート」を活用し，

写真と自分の活動に関する音声の録音によって，記録

を残す（図 ）。さらに，その記録を子ども間で共有

することで，活動中には出合うことのできなかった友

達の作品とも出合うことができるようにした（図 ）。

図８ 粘土の可塑性を体験的に理解する姿

図 同系統の色の鉛筆を
集め，並べる様子

図９ おせんべいを活用する姿 図 おだんごを活用する姿

図 複雑な表現を生み出す姿図 ひもを活用する姿

図 ギザギザに並べ
られた本

- 74- - 75-



２２．．６６．．題題材材のの流流れれ及及びび見見らられれたた子子どどもものの姿姿

２２．．６６．．１１．．素素材材のの特特質質をを知知るる

「「土土粘粘土土ととななかかよよくくななろろうう！！」」
土粘土と初めて出合う子どもたち。土粘土はこれま

で扱ってきた紙粘土や油粘土とは異なる独特の粘性や

可塑性をもつ。また，触り続けていくと乾燥するのが

早く，可塑性が失われやすいのも特徴である。そのよ

うな特性を知り，味わうために，まずは土粘土と触れ

合う時間をつくった。

初めて触る時には，「うわあ。」「気持ち悪い。」など

マイナスな言葉が聞かれ，指先だけでつついたり，で

きるだけ手が汚れないように触ったりする様子が見ら

れた。しかし，時間の経過と共に，手のひら全体でぎ

ゅっとつかんだり，夢中で土粘土をにぎったりちぎっ

たりしながら，感触のよさに気づき味わう様子が増え

ていった。

指先，手のひら，手の甲など，手のあらゆる部分の

感覚を働かせて，土粘土の感触を確かめる姿が見られ

た。また，土粘土の塊に何度もパンチをしながら「硬

いようで，柔らか

い！」とつぶやく

子どももいた（図

）。この子ども

は，土粘土特有の

粘性に気づき楽し

んでいることがわ

かる。

さらに，「うわ

あ。」「おもしろい。」「（くぼみをつくって）でこぼこを

さわると気持ちいい（図 ）。」「つるつるしてる。」な

ど，土粘土から伝わ

る感覚をつぶやく姿

も確認できた。

感触のよさに気づ

き始めてきた段階

で，「にぎにぎ握手で

友達になって，お気

に入りの“にぎにぎ

くん”をつくろう。」

とテーマを伝えた。

土粘土を握ることのできるサイズにちぎり，ぎゅっ

と握手するように力を込める。そして，ゆっくり手を

開くと，ぼこぼこした不思議な形に変化した粘土が現

れる。その形態は，手の力の込め方によって微妙に変

化し，また手の形の違いによって，他者と全く同じ形

ができることはなく，自分だけの形ができる。その形

を“にぎにぎくん”と名付けるのである。

ここでは，自分にとって「いいな。」と思う形，つま

りお気に入りの“にぎにぎくん”ができるまで，土粘

土とにぎにぎ握手しては，できた形を確かめるという

行為を何度も繰り返す姿が見られた（図 ）。その姿

は，本当に土粘土

と会話を交わし，

仲を深めている

かのようであっ

た。

また，手のひら

へ土粘土を置く

位置や力の込め

方が微妙に違う

だけで，全く違っ

た形の“にぎにぎくん”ができることに驚き，「ぎゅっ

と握ると（指先が土に入り込み），洞穴のようなにぎに

ぎくんができたよ（図 ）。」「軽く握ると，でこぼこ

おまんじゅうようのようなにぎにぎくんができる（図

）。」など，自分の身体と土粘土の関係への気づきを

深めている様子も見られた。さらに，友達のつくった

“にぎにぎくん”を見て「それ，どうやったん。」と自

ら熱心に聞き，試すという姿も見られた。

ここでは，土粘土へのかかわりの違いから生み出さ

れる形の変化やそのおもしろさに気づき始めている様

子を見ることができた。

授業の最後には，土粘土に関する気づきを共有した。

すると，触った感じだけでなく，匂いに関する気づき

図 友達の作品との出合い

図 記録として残った自分の作品

図 土粘土特有の粘性を楽しむ姿

図 土粘土から伝わる感覚を楽

しむ姿

図 お気に入りの“にぎにぎくん”

をつくる姿

図 洞穴のような

“にぎにぎくん” 図 でこぼこおまんじゅう

のような“にぎにぎくん”

てるよ。」と話す姿を見ることができ，粘土の可塑性を

理解していることが読み取れた。

②②「「〇〇〇〇工工場場」」

「ひも・だんご・せんべい」の技法と出合う題材で

ある。３つの技法を習得すると共に活用し，その表現

を探る題材である。ここでは，何度もつくり，つくり

かえられる粘土が適していると考えたため，油粘土を

用いた。きれいなまんまるの団子や厚さの異なるだん

ご，太さや長さを様々に変化させたひもなどをつくり，

並べたりつなげたり重ねたりすることで，様々な表現

方法をつくり出している姿が見られた（図９， ， ）。

また，図 のように，ひもを複雑に絡み合わせ立たせ

る表現も見られた。

③③「「ななららべべててななららべべてて」」

この題材は，粘土は使用せず，身の回りにあるもの

用いて，そのものの形や色からイメージを広げ，様々

な並べ方を見つけ試すものである。ここでは，並べる

行為自体の楽しさを味わ

ったり，並べることで場が

変化することのおもしろ

さに気づいたりすること

を目的としていた。

活動では身の回りにあ

るものの「色」に着目し同

じ系統の色の鉛筆を集めて並べたり（図 ），並べる

ことでできる「形」に着目してギザギザに並べたりす

る姿（図 ）が見られた。

また，この題材の初めに並

べたい材料について子ども

たちに訪ねた時，「粘土を並

べたい。」という発言があっ

た。この発言が，「あいらん

土」の題材と子どもたちを自

然な流れで出合わすことが

できるきっかけになった。

（（５５））作作品品（（活活動動，，ままたたはは活活

動動途途中中のの成成果果物物もも含含むむ））ととのの出出合合いい

自分の作品を何度も見直すことで，自分のつくり出

した表現のよさに改めて気づくことができる。また，

友達の作品と出合うことで自分と違った感覚があるこ

とに気づき，感じ方や表現の仕方を広げたり深めたり

することができると考える。そういったことから，子

どもが自他の作品との出合うために，以下の２つの支

援を行った。

①①「「““ききょょううのの””ああいいららんん土土」」

「あいらん土」の活動は，「“きょうの”あいらん土」

とし，その日のうちに土粘土の塊へと戻す。子どもた

ちとは，「１日で消えてしまう，不思議な“きょうの”

『あいらん土』」として共有した。

そのため，場として残ることはないが，自分や友達

の活動の結果が確かにそこに存在していたという“記

憶”だけが残ることになる。約１時間かけてできた「あ

いらん土」が，一瞬にしてなくなるところに刹那な感

じを味わうことにもなるだろう。

その「あいらん土」の活動を，本題材では２度繰り

返す。そうすることで，２度目の「“きょうの”あいら

ん土」をした際に，１度目の「“きょうの”あいらん土」

の記憶が呼び起こされ，同じ活動をしても前回とは少

し違う「あいらん土」や，新しい活動を思いついたこ

とから全く違う「あいらん土」と出合うことになるだ

ろう。そうすることで，１度目のあいらん土における

活動や表現を捉え直したり，自分の表したいことにつ

いて改めて考え直したりし，自分なりの表現をより深

く追求しようとする姿が現れると考えたからである。

②②学学習習支支援援アアププリリ「「ロロイイロロノノーートト」」でで活活動動をを記記録録

上記のように，「あいらん土」はすぐに消えてしまう。

そこで，学習支援アプリ「ロイロノート」を活用し，

写真と自分の活動に関する音声の録音によって，記録

を残す（図 ）。さらに，その記録を子ども間で共有

することで，活動中には出合うことのできなかった友

達の作品とも出合うことができるようにした（図 ）。

図８ 粘土の可塑性を体験的に理解する姿

図 同系統の色の鉛筆を
集め，並べる様子

図９ おせんべいを活用する姿 図 おだんごを活用する姿

図 複雑な表現を生み出す姿図 ひもを活用する姿

図 ギザギザに並べ
られた本
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模様に気づいている様子である。たくさんの線が並び，

模様のようになっている様子を楽しんでいた。

これらの様子から，切り糸をただの土粘土を切り分

ける用具としてではなく，表現のための用具としての

活用方法を探っていたことがわかる。

この「あいらん土」以前の粘土を扱った題材では，

動物や人形など，細かなものをつくろうとする様子が

多く見られた。そのような姿から，「あいらん土」のテ

ーマが子どもの思いに即しているのか不安があった。

ここでの活動においても，水族館をつくりそこで泳ぐ

イルカや，カメ，または，太陽などをつくっている子

どもも見られた。しかし，活動開始直後に見られたの

は，先述のような土粘土を練ったりつんだり，また潰

したりする姿であった。そうしてできた土粘土の形は，

どこか島を彷彿させる形状をしており，その形からイ

メージを広げ，その世界に存在しているイルカや太陽

をつくっていったという経緯が見られたのである。

そのような姿がこの時間内に見られたことから，

“あいらん土”のテーマが子どもにとって突飛とはな

らない活動であることも感じることができた。

２２．．６６．．３３．．「「ふふししぎぎなな『『ああいいららんん土土』』」」１１回回目目
図 は，図６の山積みになった土粘土と出合っ

た瞬間である。

前時まで，子どもたちは「もっと土粘土欲しい！」

「たりない！」と話しており，念願のたくさんの土粘

土の山に驚き，興奮している様子が見られた。たくさ

んの土粘土との出合いから，目を輝かせ，本時での活

動に期待感を高めていた。スタートから終わりまでど

んどん活動を思いつき，手を止めることなく楽しむ姿

が見られた。

あいらん土の活動では，多くの子どもが友達と一緒

にイメージを共有し

ながら活動していく

姿が見られた。友達

と一緒に並べて積ん

でを繰り返し，土粘

土でできることをた

くさん見つけている

様子であった（図

）。

図 は，最も活動を共にしていた人数が多いグル

ープがつくりあげた「あいらん土」である。土粘土を

どんどん積み上げたり，足で踏んで広げるなど，大胆

な活動が多く見られた。

このグループ中の子どもの振り返りは以下のようで

あった。

これは，軍艦島です。この軍艦島は，いっぱい粘土をつ

なぎ合わせてできました。特にお気に入りのところは，マ

ンションみたいにいっぱい積み重なっているところがお気

に入りです。このところで楽しいと思ったところは，手で

触ると，気持ちいいし，もちもち感があるし，水を入れる

とヌルヌル感がナメクジみたいに思って楽しいからです。

私は，この粘土を初めて触った時には，ヌルヌルあって楽

しかったです。特に，最近，どんどん練ったりちぎったり

できるようになってきました。私は，それが，気持ちよく

てうれしかったです。

上記の振り返りに「軍艦島」とあるように，実在す

る島をイメージし３人で活動を展開していた。しか

し，実在するものとは異なる形状をしていることか

ら，「軍艦島」というテーマに対して自分なりにイメ

ージを膨らませ，活動していたことがわかる。活動の

様子を見ていると，３人はそれぞれ，その時，その瞬

間に思いついた表現方法を「軍艦島」に施し，その形

状をつくりあげていた。そのような姿から，３人の中

で設計図のような目指す形が最初から用意されていた

わけではなく，つくり，つくりかえられる中で，次々

現れる形からイメージを膨らませ，活動を思いつき試

していたことがわかる。

また，「もちもち感」や「ヌルヌル」とった手から

伝わる感触に関わる言葉があり，さらに，その手から

伝わる感覚に対して「気持ちいい」という言葉が２度

もつかわれ表現されている。「水を入れるとヌルヌル

感がナメクジみたいに思って楽しい」ともある。これ

らのことからは，目の前で変化し続ける土粘土の形状

を視覚的に楽しむだけでなく，手や指の感覚を働かせ

たことから伝わる土粘土特有の感じや質感の変化を味

わいながら活動していたことがわかる。

さらに，「最近，どんどん練ったりちぎったりでき

るようになってきました。私は，それが，気持ちよく

てうれしかったです。」という部分には，土粘土を介

した自己への気づきが読み取れる。このような気づき

図 山積みになった土粘土と出合った瞬間

図 友達と一緒に活動する姿

図 最も活動人数が多いグループのあいらん土

もでてきた。その子どもの気づきを以下に示す。

２２．．６６．．２２．．表表現現をを広広げげ深深めめるる「「ななららべべてて・・つつんん

でで」」

本題材以前に活動した「ならべて・ならべて」であ

った「粘土を並べたい！」という子どもの発言や思い

をつなげるかたちで２時間目の活動に入った。また，

粘土は並べるだけではなくどんどん積むこともできる

ことから，今日のテーマは「ならべて・つんで」であ

ることを共有した。

始めは，前時

の経験を生か

して，まだまだ

素材の感触を

味わう姿が見

られた。「硬い

のはぎゅっと

するとあまり

穴があかない

よ。でも，柔ら

かいのは，すご

く穴があくよ

（図 ）。」「ま

た，いい形の“に

ぎにぎくん”が

できたよ（図

）。」など，手や

指に伝わる感覚

を確かめながら，素材との対話を楽しんでいた。ここ

では，感覚でつかんでいる気づきを自覚させるために，

感じていることなどを問い，言語化させるようにした。

時間の経過につれて，土粘土の感触を確かめつつ，

基本の技法を組み合わせたり，新しい活動を思いつい

たりする姿が増え始めた。図 は，「変身トンネル」

である。図 をつく

り上げるまでを観

察していると，だん

ごをつくっては積

み，そして押さえる

という行為を繰り

返していた。ある程

度の高さが出てき

たときに，指でぐりぐりと穴をあけ，できたものを満

足そうな表情で見ていた。その出来上がったものにつ

いて尋ねると，「ここ（トンネル）を通ると変身するよ。」

という答えが返ってきた。ここから，出来上がったも

のからさらに想像を膨らませ，楽しむことができてい

る様子を感じ取ることができた。

このように，試してできた形を何かに見立て，そこ

からさらにイメージを膨らませて，また新しい活動に

取り組む姿が多く見られた。

図 は，おせんべいをくるっと巻くことで，土粘土

に空洞を生み出すことができた感動を友達と共有する

姿である。このように，自分が生み出した表現の価値

に気づいたことから，誰かに伝えようとする姿も増え

ていた。そのことから，図 を作成した子どものよう

に，ずっと一人で自分なりの表現を追究する姿だけで

なく，「それなに？」「いいね。一緒にしよう。」など，

イメージを友達と共有しながら協働的に活動する姿も

自然に発生していった。

自分なりの表現を追究し始めているこのタイミング

で，さらに表現を広げ深めるために，切り糸を与える

ことにした。

切り糸の活用により，土粘土が見せる新しい表情に

驚いている様子であった。切り糸を通すことで偶然生

まれる形や，すっと

切れる心地よさを

楽しみ，何度も切り

糸を土粘土に入れ

る様子が見られた。

図 は，切り糸で

土粘土を切り続け

ている子どもの様

子である。この子ど

もは，「どんどん切

ると，気持ちいい。

すぱっと切れた形

がおもしろい。」と

話していた。また，

図 は切った断面

に注目し，切り糸が

通った跡にできた

＊触った感じに関する気づき＊

・つめたい ・ぐしゃりぐしゃり

・こおりみたい ・やわらかい

・きもちいい など

＊においに関する気づき＊

・ふしぎ ・しぜんのかおり

・つちのにおい ・きなこ

・くすりみたい など

図 硬さの違いによってできる形のお

もしろさを味わう様子

図 “にぎにぎくん”を追求する姿

図 変身トンネル

図 表現を共有する姿

図 何度も切り糸を通す姿

図 断面のおもしろさに気づく姿
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３３．．１１．．「「主主体体」」のの姿姿

本実践において，したいことが思いつかず，手を止

めている子どもが見られなかったことは，「主体」の

姿に関して大きな成果であったと考えている。

図 は，引き出

したい「主体」の姿

にある，「全身の感

覚を働かせて素材や

場，空間に関わる」

様子である。図

中の右側には手のひ

らで土粘土に触れて

いる子ども，真ん中

には足の裏で踏んで

いる子ども，左には

踵で潰そうとしてい

る子どもの足が見ら

れる。これは，机の

上で造形するだけでは見られない活動であり，設定し

た場がうまく作用していたと考えられる。

また，この横で活動していたグループは，図 の

ような「あいらん土」をつくり出していた。

図 は，どれも同じように凸凹した「あいらん

土」に見えるが，一つ一つに加えた活動が異なり，

「肘で押した肘のあいらん土」「踵で踏んだ踵のあい

らん土」「足で踏んだ足のあいらん土」である。ま

た，活動途中には「足の指先で押すとおもしろい形に

なったよ。」「踵をぎゅっとして捻ると，また違う形に

なった。」などの声も聞くことができた。これは，図

の子どもの活動が広がり，その活動を試す中でイ

メージを膨らませ，「自分なりに活動したいことを見

つけると共にその実現に向けて楽しみながら試行錯誤

する」引き出したい主体の姿であったと考えられる。

３３．．２２．．「「協協働働」」のの姿姿

図 は，図 と同じグループで活動している様

子である。図中右の子どもは，創造的に活動するこ

とが苦手な子どもである。しかし，本実践の中では

手を止め，自分のしたいことを見つけられず迷うと

いう姿がなく，活動を続けることができていた。

また，グループ内の他の子どもが思いついた活動を

見て，「それどうやったん？」と尋ね，真似をして同

じ表現を試してみるという姿が見られた。

さらに，ある子どもが，指で粘土の表面をなぞっ

て，模様をつけているのを見て，同じように試す姿が

見られた。そこから，自身が加える操作によってでき

ていく形（模様）のお

もしろさに気づいたこ

とから，何度も試し，

表面に現れる形が次々

と変化していくおもし

ろさや土粘土から指に

伝わる感触を味わって

いる様子も見られた

（図 ）。

このような活動の過程を経て，図 の「あいらん

土」がつくり上げられていた。一つ一つになっている

部分には全て異なる活動の軌跡が残されているが，全

体としての形態にはまとまりがある。それは，「他者と

互いのもつイメージに関する言語を介する対話や，他

者の活動やその成果物を見ることによる言語を介さな

い対話」が行われた結果であると考えられる。活動の

形態を柔軟に変化させることのできる場であったこと

や，他者の表現が常に目に入る空間であったことが，

効果的に働いた結果であると考えられる。

図36 主体の姿 

図37 あいらん土 

図38 協働の姿 

図39 指でなぞることでできた
模様のあるあいらん土 

図40 あいらん土２ 

が起こったのは，土粘土がもつ，働きかけがそのまま

形として現れる可塑性による効果であることが，理由

の１つとして考えられる。この子どもは土粘土が自身

のかかわりに対して応答するかのように形状を変える

様子に，自身の成長を見て取ったのだろう。

上記の子どものように，何人かのグループで活動し

ながら気づきを広げ

たり深めたりする姿

もあった。その中で

も，１人で黙々と活

動し，自分なりに表

したいことを追究す

る姿も見られた（図

）。

図 の子どもが

最後に残した「あい

らん土」は，図

のものである。この

子どもは，自分の活

動に対して，以下の

ように振り返ってい

る。

これは恐竜の姿です。これは，恐竜としても全部島

です。どうして，こういうのをつくったかというと，

かわいいし，私が住めたらいいなと思ったからです。

上記の振り返りから，恐竜をイメージした「あいら

ん土」であることがわかる。しかし，この子どもは，

初めから恐竜の顔をつくっていたわけではなかった。

図 の「あいらん土」の横には，別の「あいらん

土」も残されており，そちらの方を先につくっていた

（図 ）。

図 では，ま

ず，おせんべいの

技法を代用し，平

たく大きな土台を

つくり，その次

に，大きなおだん

ごをつくり重ねる

などして自分なりの「あいらん土」を完成させてい

た。

その後，新しい土粘土の塊を運んできて，それを切

り糸で切り続けていた。それが，図 のまわりに配

置されている角ばった形の土粘土である。そのように

配置したあと，最後に恐竜の顔のような部分をつくり

くっつけていたのである。この一連の行為から，初め

から恐竜の「あいらん土」をめざし活動していたわけ

ではなく，切り糸で切り分けた形のゴツゴツした感じ

から，恐竜へとイメージを膨らませていったと考えら

れる。

図 の子どものように，これまで獲得してきた土

粘土の特質や表現技法を活用し様々な活動を展開して

いた姿が他でも見られた。

図 は，同

じように１人で

黙々と活動を続

けていた子ども

の「あいらん

土」である。こ

の「あいらん

土」について，

以下の振り返り

をしていた。

これは，山です。この穴の空いているところに，水

が本当は流れています。それが，あまりわからないけ

ど，本当はあります。石みたいな岩がそこにありま

す。どうやってつくったかというと，おだんごを握っ

てくっつけたらできました。

この形の始まりは，中心に大きさの異なるおせんべ

いを積み上げていくことであった。次に周りにお団子

を並べていた。最後に水の流れを表現するために，土

の表面を何度も指でなぞり，それができた時点で，自

分なりの「あいらん土」が完成できたようであった。

おせんべいの大きさを徐々に小さくして重ねていくこ

とで山の形状をつくり出したり，おだんごをいくつも

つくって周りに並べたりし，これまで学んできた表現

技法を活用し，自分なりの表現をつくり出すことがで

きている。また，指で山の表面をなぞることで水の流

れを表現したり，おだんごをにぎることで岩のごつご

つした感じをだしたりしていることからは，土粘土の

特質をよく理解し，うまく生かすことができているこ

とが伝わる。

図 とそれをつくり上げるまでの子どもの

活動の姿から，１人での活動では自己や対象との対話

が充実していたことが読み取れる。

以上まで，１回目の「あいらん土」において見られ

た姿について述べてきた。その中で見られた姿から，

土粘土による造形遊びは子どもたちのもつ創造性を呼

び起こし発揮させることに，ある一定の効果があった

題材であったといえる。

次項では，本研究の「場」と「出合い」が『探究』

の姿を引き出すにあたり，どのような効果があったの

か，２回目の「あいらん土」において見られた姿と共

に，述べていきたい。

３３．．授授業業のの考考察察

引き出したい『探究』の姿が見られたかどうか，本

校で設定している「主体」「協働」「活用」「省察」の

４つの視点から分析する。

図 自分なりの表現を追究する姿

図 恐竜のあいらん土

図 もう つの「あいらん土」

図 水の流れる「あいらん土」
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撮影し（図 ），「どうして好きかというと，反対側

もおもしろくて，いっぱいつくり込まれているからで

す。」と振り返っていた。

作品（または活動）のあらゆるところによさを感じ

ていることや「つくり込む」という言葉をつかってい

たことから，細部にまでこだわりをもって活動してい

たことだけでなく，自他の活動のよさを実感しながら

活動できていたことを読み取ることができる。

さらに，図 以外にも上からや遠くから（図 ）

も撮影したものもあり，この行動は，自分の表現を多

様に見直し，「自分にとっての意味や価値をつくり出

している」ことの表れであると考える。

図 の撮影時には，画面越しに作品を見ながら少

しずつ後ずさりし，慎重に写り方を調整する姿が見ら

れた。遠くから作品を見ていることから，ここでは，

自分がつくり出した細かな表現や活動よりむしろ場の

変化を感じ取っていることが明らかに認められる。図

を見てみると，まるで海の中にあいらん土がぽっ

かり浮かんでいるようである。これを撮影した子ども

は，ブルーシートの海の中に，あいらん土が出現した

“空間”を楽しんでいるのである。一面平らであった

青い空間に，自分

や他者が活動する

ことによって生み

出された場の変化

を感じ取ったこと

による写真である

と考える。

４４．．成成果果とと課課題題

本実践において，授業が進むにつれ，「（土粘土を）

もっと欲しい。」という声が子どもからたくさんあがっ

た。第一次までは，１人当たりの粘土の量は限定され

ていたことから，「もっとたくさん自由に使いたい。」

という思いを強めていたようであった。そのような子

どもが，土粘土の山と出合った時，「いっぱいある。」

「いくつ使ってもいいん。」とうれしそうな様子を見せ

た。この時点で，土粘土は で単純に計算すると，

１人当たり５ の土粘土があった。しかし，それでも

土粘土はすぐになくなり，予備で用意していた土粘土

を出すほどであった。「次（第三次）までに，もっ

と土粘土用意してほしい。」という子どもからの要望も

あった。４月当初の粘土遊びでは，生き物や食べ物と

いった細かな表現をして楽しむ傾向が見られたが，本

実践では大量の土粘土を欲し，活動では手だけでなく，

肘や足なども使い始め，身体全身の感覚を働かせて土

粘土に関わる姿が見られたのである。さらに，自然発

生的に土粘土の表現に関する会話が生まれ，協働的に

活動する姿が見られただけではなく，自分なりにイメ

ージする「あいらん土」に向けて手を止めることなく

活動し続ける姿も見られた。

上記の姿から，本研究において行った場や素材，表

現などとの出合いといった間接的な手立てが，自他の

表現のよさや，自身のもつ表現への欲求に気づき，創

造的に活動することへの効果があったと考えられる。

また，この効果が見られたのは，本実践の支援や手立

てが子どもたちの実態を考慮した上のものであったこ

とも大きかった。

一方，表現や活動の鑑賞を十分に行えなかったこと

が課題であった。自身の活動結果を撮影し，その振り

返りを録音したものを共有するといった活動は後日に

は設定しているが，その時，その時間に感じたこと

を，実物を見ながら共有することは，やはり価値ある

ものだと考える。図画工作科では，個で没頭し活動す

る姿も価値ある姿であるし，もちろん大切にしたい。

しかし，価値ある表現を生み出す他者が周りにいると

いった環境の中で活動していることから，やはりそれ

ぞれの子どもの表現や活動を広げたり深めたりするた

めには，他者に目を向けることも重要である。

今後の課題として，他者の活動や表現を見たくなっ

たり，よさを感じたりすることから，子ども自身が必

然性を感じながら共有（鑑賞）するための環境の在り

方を模索していきたい。
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図47 遠くから撮影したあいらん土 

図46 上から撮影したあいらん土 

３３．．３３．．「「活活用用」」のの姿姿

図 は，あいらん土に指を何度も押し込み，模様

をつくっている様子である。この子どもが，２回目の

「あいらん土」以

前につくったもの

が図 である。図

のあいらん土の

中央下部にも指を

押し付けることで

つくった模様が確

認できる。さらに

その前，土粘土に

触れる活動（「土ね

ん土となかよし」）

をした時，残し

たものが図 で

ある。図 の模

様は，爪を立て

て指を押し当て

た活動によるも

のであることか

ら，図 ・ と

は少し異なる。

しかし，指を押

し付けることで

模様をつくって

いくという手法

は共通してい

る。図 から図

への変化は，

他者からの影響

も考えられる

が，この子ども

が素材と関わる

中で可塑性などの土粘土がもつ特質への理解を深め，

さらに獲得した知識を活用し新たな表現を追い求めた

結果であるともいえる。また，図 ではこの表現が

小さかったことに対して，図 では広範囲におよん

でいることからは，土粘土に指を押し込むによって自

身に伝わる感覚やできる形のおもしろさに気づき，改

めてその表現のよさを実感していることも読み取るこ

とができる。

つまり，自己，対象，他者との対話が繰り返される

中でもたらされた自分にとって価値や意味のある表現

や活動を生み出せたという実感が，土粘土の特質など

への深い理解や技能の獲得を促し，自分のもつイメー

ジの実現に向けて活用する姿となって表れたのであ

る。また，この「活用の姿」は，「“きょうの”あいら

ん土」とし同じ活動を２度繰り返したことによって，

自分なりの表現を多様に見直すと共に，その表現をよ

り深く追究しようとする中で生まれた姿であるともい

える。

３３．．４４．．「「活活用用」」のの姿姿

図 は，１度目のあいらん土で見られた表現であ

る。このあいらん土は２人の子どもで活動を展開して

おり，「火山島」をイメージしていたようだ。上部に

ある紐状のもの

は，噴火している

様子を表している

そうだ。また，こ

のあいらん土をつ

くっていた子ども

に，どのようにし

てこのような表現

を創り出したのか

問うと「紐やおせ

んべいとか色んなのを積み上げた。」と聞くことがで

きた。

図 の活動をしていた子どもは，２度目のあいら

ん土でも同じ２人組で活動しており，活動の結果でき

ていたあいらん

土は図 であ

る。図 のあ

いらん土につい

て，１人の子ど

もは以下のよう

に活動を振り返

っていた。

ぼくは， さんとつなげた火山島をつくりました。

どうして好きかというと，鳥などもつくって，火山の

噴火している場所のマグマなどもつくっていて，川な

どもあって，ヘリコプターなどもあって，鳥も飛んで

いて，水の上のようなものだからです。

上記の振り返りから，２度目も火山島をイメージ

して活動していたことがわかる。図 では，土粘土

のかたまりを重ね，上の部分に紐を重ねるだけのシン

プルな表現であったのに対し，図 では，右側には

土粘土の表面に指を押し当て何度も滑らせることでつ

くった水が流れているような表現や，真ん中や左側に

は紐や団子を様々な方向に向けて複雑に積み重ねられ

ている表現が見られる。図 では，より複雑な活動

が加えられていることから，図 の活動からさらに

火山島に向けた表現への思いを強め，挑戦していたこ

とがわかる。これは，「活用」の姿においてめざして

いた「自分なりに活動したいことへの思いを強めた

り，考え直したり」した結果であると考えられる。

また，図 や図 は，子どもが撮影したものであ

る。図 を撮影した子どもは，他にも違う方向から

図41 指を何度も押し込む様子 

図 42 図７の子どもがつくった１度
目のあいらん土 

図 43 土粘土となかよしにおける
活動の跡 

図44 １度目のあいらん土 

図45 ２度目のあいらん土 
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撮影し（図 ），「どうして好きかというと，反対側

もおもしろくて，いっぱいつくり込まれているからで

す。」と振り返っていた。

作品（または活動）のあらゆるところによさを感じ

ていることや「つくり込む」という言葉をつかってい

たことから，細部にまでこだわりをもって活動してい

たことだけでなく，自他の活動のよさを実感しながら

活動できていたことを読み取ることができる。

さらに，図 以外にも上からや遠くから（図 ）

も撮影したものもあり，この行動は，自分の表現を多

様に見直し，「自分にとっての意味や価値をつくり出

している」ことの表れであると考える。

図 の撮影時には，画面越しに作品を見ながら少

しずつ後ずさりし，慎重に写り方を調整する姿が見ら

れた。遠くから作品を見ていることから，ここでは，

自分がつくり出した細かな表現や活動よりむしろ場の

変化を感じ取っていることが明らかに認められる。図

を見てみると，まるで海の中にあいらん土がぽっ

かり浮かんでいるようである。これを撮影した子ども

は，ブルーシートの海の中に，あいらん土が出現した

“空間”を楽しんでいるのである。一面平らであった

青い空間に，自分

や他者が活動する

ことによって生み

出された場の変化

を感じ取ったこと

による写真である

と考える。

４４．．成成果果とと課課題題

本実践において，授業が進むにつれ，「（土粘土を）

もっと欲しい。」という声が子どもからたくさんあがっ

た。第一次までは，１人当たりの粘土の量は限定され

ていたことから，「もっとたくさん自由に使いたい。」

という思いを強めていたようであった。そのような子

どもが，土粘土の山と出合った時，「いっぱいある。」

「いくつ使ってもいいん。」とうれしそうな様子を見せ

た。この時点で，土粘土は で単純に計算すると，

１人当たり５ の土粘土があった。しかし，それでも

土粘土はすぐになくなり，予備で用意していた土粘土

を出すほどであった。「次（第三次）までに，もっ

と土粘土用意してほしい。」という子どもからの要望も

あった。４月当初の粘土遊びでは，生き物や食べ物と

いった細かな表現をして楽しむ傾向が見られたが，本

実践では大量の土粘土を欲し，活動では手だけでなく，

肘や足なども使い始め，身体全身の感覚を働かせて土

粘土に関わる姿が見られたのである。さらに，自然発

生的に土粘土の表現に関する会話が生まれ，協働的に

活動する姿が見られただけではなく，自分なりにイメ

ージする「あいらん土」に向けて手を止めることなく

活動し続ける姿も見られた。

上記の姿から，本研究において行った場や素材，表

現などとの出合いといった間接的な手立てが，自他の

表現のよさや，自身のもつ表現への欲求に気づき，創

造的に活動することへの効果があったと考えられる。

また，この効果が見られたのは，本実践の支援や手立

てが子どもたちの実態を考慮した上のものであったこ

とも大きかった。

一方，表現や活動の鑑賞を十分に行えなかったこと

が課題であった。自身の活動結果を撮影し，その振り

返りを録音したものを共有するといった活動は後日に

は設定しているが，その時，その時間に感じたこと

を，実物を見ながら共有することは，やはり価値ある

ものだと考える。図画工作科では，個で没頭し活動す

る姿も価値ある姿であるし，もちろん大切にしたい。

しかし，価値ある表現を生み出す他者が周りにいると

いった環境の中で活動していることから，やはりそれ

ぞれの子どもの表現や活動を広げたり深めたりするた

めには，他者に目を向けることも重要である。

今後の課題として，他者の活動や表現を見たくなっ

たり，よさを感じたりすることから，子ども自身が必

然性を感じながら共有（鑑賞）するための環境の在り

方を模索していきたい。
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結果であるともいえる。また，図 ではこの表現が
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とがわかる。これは，「活用」の姿においてめざして
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